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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成30年11月8日(2018.11.8)

【公開番号】特開2017-63716(P2017-63716A)
【公開日】平成29年4月6日(2017.4.6)
【年通号数】公開・登録公報2017-014
【出願番号】特願2015-193887(P2015-193887)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｑ   1/04     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/48     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/543    (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2018.01)
   Ｃ１２Ｍ   1/34     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｑ    1/04     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/48     　　　Ｍ
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｍ
   Ｇ０１Ｎ   33/543    ５０１Ａ
   Ｃ１２Ｑ    1/68     　　　Ａ
   Ｃ１２Ｍ    1/34     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成30年9月25日(2018.9.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の工程：
（Ａ）細胞と結合可能な第一の分子で細胞を捕捉する工程、
（Ｂ）細胞の細胞表面分子に、該細胞と特異的に結合可能な結合部、識別部及び標識部が
連結された第二の分子を結合させる工程、
（Ｃ）第二の分子の結合部と、識別部及び標識部とを切り離す工程、
（Ｄ）切り離された識別部及び標識部のうち、識別部を、識別部認識分子に特異的に結合
させる工程、及び
（Ｅ）識別部認識分子に結合した識別部及び標識部のうち、標識部を検出する工程、
を含む、細胞の分析方法。
【請求項２】
　以下の工程：
（Ｆ）前記工程（Ｅ）で得られた標識部の検出結果から、第二の分子と特異的に結合した
細胞表面分子を特定及び／又は定量する工程
を含む、請求項１に記載の細胞の分析方法。
【請求項３】
　更に以下の工程：
（Ｇ）細胞からの細胞分泌物を特定及び／若しくは定量する工程、並びに／又は
（Ｈ）細胞から核酸を取得して解析する工程
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を含む、請求項１又は２に記載の細胞の分析方法。
【請求項４】
　前記工程（Ａ）において捕捉される細胞が、単一細胞又は同一種類の複数細胞である、
請求項１から３のいずれか一項に記載の細胞の分析方法。
【請求項５】
　前記第一の分子は、オレイル基、抗体、アプタマー又は分子認識ポリマーを含む分子で
ある、請求項１から４のいずれか一項に記載の細胞の分析方法。
【請求項６】
　前記第二の分子は、抗体、アプタマー又は分子認識ポリマーを含む分子である、請求項
１から５のいずれか一項に記載の細胞の分析方法。
【請求項７】
　前記第一の分子及び／又は前記第二の分子は、刺激分解性リンカーを介してウェルに固
定化されている、請求項１から６のいずれか一項に記載の細胞の分析方法。
【請求項８】
　前記刺激分解性リンカーは光分解性リンカーである、請求項７に記載の細胞の分析方法
。
【請求項９】
　更に、以下の工程：
（Ｉ）前記細胞を回収する工程を含む、請求項１から８のいずれか一項に記載の細胞の分
析方法。
【請求項１０】
　前記第一の分子及び／又は前記第二の分子は、刺激分解性リンカーを介してウェルに固
定化されており、
　前記回収工程では、前記刺激分解性リンカーを分解して前記細胞を回収する、請求項９
に記載の細胞の分析方法。
【請求項１１】
　前記識別部は核酸断片を含む、請求項１から１０のいずれか一項に記載の細胞の分析方
法。
【請求項１２】
　前記識別部認識分子は、前記識別部に含まれる核酸断片と相補的な核酸断片を含む、請
求項１１に記載の細胞の分析方法。
【請求項１３】
　前記識別部認識分子はウェルに固定化されている、請求項１から１２のいずれか一項に
記載の細胞の分析方法。
【請求項１４】
　前記識別部認識分子は、ウェルに固定化されている位置と対応付けられた情報を有する
、請求項１３に記載の細胞の分析方法。
【請求項１５】
　細胞と結合可能な第一の分子が固定化された第一の領域と、
前記細胞と特異的に結合可能な結合部、識別部及び標識部が連結された第二の分子と特異
的に結合可能な分子が固定化された第二の領域と、前記標識部を検出可能な検出領域と、
を含む細胞分析用チップ。
【請求項１６】
　前記第一の領域、第二の領域及び検出領域からなる群から選択される領域を含むウェル
と、
前記ウェル間を連結する流路と、
前記流路に設置されているバルブと、
を含む、請求項１５に記載の細胞分析用チップ。
【請求項１７】
　前記第一の領域、第二の領域及び検出領域からなる群から選択される領域を含むウェル
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に、識別部認識分子及び／又は細胞分泌物認識分子が固定化されている、請求項１６に記
載の細胞分析用チップ。
【請求項１８】
　前記識別部認識分子及び／又は細胞分泌物認識分子は、複数の種類の分子を含む、請求
項１７に記載の細胞分析用チップ。
【請求項１９】
　前記複数の種類の分子は、前記領域に固定化されている位置と対応付けられた情報を有
する、請求項１８に記載の細胞分析用チップ。
【請求項２０】
　細胞表面分子、細胞内分子及び細胞分泌物からなる群から選択される分子に特異的に結
合可能な結合部と標識部とを含む分子を含有する、細胞分析用試薬。
【請求項２１】
　細胞と結合可能な第一の分子が固定化された第一の領域と、
前記細胞と特異的に結合可能な結合部、識別部及び標識部が連結された第二の分子と特異
的に結合可能な分子が固定化された第二の領域と、
前記標識部を検出可能な検出領域と、
を含む細胞分析用チップと、
　細胞表面分子、細胞内分子及び細胞分泌物からなる群から選択される分子に特異的に結
合可能な結合部と標識部とを含む分子を含有する試薬、前記標識部を検出する試薬、並び
に細胞分泌を刺激する物質を含有する試薬からなる群から選択される試薬と
を含む、細胞分析用キット。
【請求項２２】
　請求項１５から１９のいずれか一項に記載の細胞分析用チップを挿入する挿入部と、
　前記細胞分析用チップの流体の移動を制御する流体制御部と、
　前記細胞分析用チップの第一の領域に光を照射する光照射部と、
　前記細胞分析用チップの検出領域で標識部を検出する検出部と、
を含む、細胞分析用装置。
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